
総合評価

従来の装備品等では対処が困難な極超音速誘導弾に対する防空手段や、艦艇または地上目標に対して回避が困難な打撃を遠距
離から与える手段となりうるレールガンについて、早期実用化に向けて技術的成立性を確認するものであり、その必要性は理解できる。
また、民生における電池電源技術の活用や、国外との技術交流を通した更なる研究の効率化が期待されることから、本事業に着手す
ることは妥当であると判断する。

将来レールガンの研究
従来の装備品等では対処が困難な極超音速誘導弾に対する防空手段や、艦艇または地上目標に対して回避が困難な打撃を遠距離から与える手段となる
レールガン※を構想し、高初速で弾丸を連射可能な将来レールガンに関する研究を行い、早期実用化に向けた技術を確立するものである。
※ レールガン：火薬の燃焼ガスではなく、電磁力により、弾丸を発射する砲

現状・課題
極超音速誘導弾の脅威が将来的に見込まれる中、対空レールガンによる高速度弾丸は、誘導弾等と組み合わせた多層的な防空が期待できる。
また、対艦レールガンの実現により、連射性に優れた高威力かつ迎撃が困難である打撃力となることが期待できる。レールガンに関しては、先行研
究より、電磁加速及びその際のレールの抗たん性を実証してきたところ、弾丸・射撃管制も含めてシステムとして技術を確立する必要がある。
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＜研究開発実施線表＞

火力性能
終末効果を最大化するため、
連射機能及び高初速化を実現

射撃統制機能
極超音速誘導弾からの防空や
対艦攻撃について、射撃統制
装置による計算に従った最適な
砲管制を実現

所内試験

その他

効率的な研究
小口径のレールガンを用いて
データ取得を行うことで、中口径
レールガンの技術的成立性につ
いても構想し、中口径レールガ
ンを試作する経費を効率化
国外との技術交流による効率
化やリスク低減をはかる

技術的課題の解明

エネルギー効率化技術 技術の適用計画

レールガンは陸・海・空いずれからもニーズ
があるところ、本研究の実証の中で細部の
運用ニーズと整合をはかる。技術の確立と
並行してそれによりもたらされる運用上の効
果の定量化を行うことで、レールガンの早
期実用化を推進する

将来の運用構想
【極超音速誘導弾への対処能力】
脅威の高まる極超音速誘導弾による攻撃
に対し、対空レールガンによる高速度弾丸
は、広いレンジでの対処手段となりうるもの
であり、誘導弾等と組み合わせた多層的な
防空が期待できる。

【艦艇（または地上）目標に対する回避
困難な打撃能力】
対艦（対地）レールガンの実現により、従
来砲からの飛躍的な射程距離・初速の向
上が見込まれ、連射性に優れた高威力・
低価格の打撃力となることが期待できる。
また、迎撃が困難であるため、相手方の侵
攻にあたっての大きな脅威になりうるため、
我が国がこのような装備体系を有している
ことで相手方の活動の抑止も期待できる。

電源部は将来の拡張
性を考慮し、モジュール
化を図る
研究協力によるリスク
低減を検討中

総事業費
（予定）

約８５億円※
(５か年計画)

※試験のための試験研
究費は別途計上

レールガン（小口径）
等

野外での実射撃による
評価。模擬シナリオに
基づいた射撃などの実
証も実施

早期装備化
電源部はモジュール化して必要
な射程や連射性能、さらにプ
ラットフォームのペイロードに適宜
調整できるようにする

レールガン連射技術
砲外弾道・終末効果技術
システムインテグレーション技術

【政策目標】（大綱との関係）
・技術基盤の強化
重要技術に対して選択と集中に
よる重点的な投資
【施策目標】（中期との関係）
・技術基盤の強化
重要技術に対して重点的な投資
を行うことで、戦略的に重要な装
備・技術分野において技術的優
越を確保

主な関連（既着手）事業

【電磁加速システムの研究】
１０億円

(H28～R4年度)

【極超音速飛しょう対応
軽量サボ技術の研究】

１億円
(R元～R3年度)


